
 

豊橋技術科学大学における評価活動について 

 

１． 大学の基本理念・目標 

 

豊橋技術科学大学は、技術を科学で裏付け、新たな技術を開発する学問、

技術科学の教育・研究を使命としている。この使命のもと、豊かな人間性

と国際的視野および自然と共生する心を持つ実践的創造的かつ指導的技術

者を育成するとともに、次の時代を拓く先端的技術の研究を行っている。 

そのため、本学は大学院に重点を置き、透徹した物を見る眼、繊細で温

かみのある感性、多元的な思考能力、グローバルな視野を培う教育を推進

し、技術科学の新しい地平を切り拓くことを目指して研究に取り組んでい

る。さらに、地域社会との連携、国内及び国際社会に開かれた大学となる

ことを目指している。 

 

２．大学組織 

２－１）運営組織図（資料１：13/43 ページ） 

 

２－２）教育研究組織図（資料２：14/43 ページ） 

 

２－３）教員数（平成１８年１月１日現在） 

教授 ···············  ７７名 

助教授 ·············  ７３名 

講師 ···············  １４名 

助手 ···············  ５０名 

合計 ··············· ２１４名 

 

２－４）学生数（平成１８年１月１日現在） 

学部学生 ··········· １，２２１名（留学生内数 ４５名） 

修士（博士前期） ····   ８０１名（留学生内数 ６３名） 

博士（博士後期） ····    １１９名（留学生内数 ５６名） 

合計 ··············· ２，１４１名（留学生内数１６４名） 

 

３．評価の概要 

３－１）評価活動の理念・目的 

 

豊橋技科大学
1 / 43 ページ



評価の目的は、評価対象部局毎には設けられていないが、国立大学

法人豊橋技術科学大学点検・評価規則第２条で組織等評価、個人評価、

外部評価及び第三者評価は、本法人の教育研究水準の向上を図り、本

法人の目的及び社会的使命を達成し、組織及び運営並びに施設及び設

備の改善に資することを目的とする。」と定めている。 

 

３－２）評価の沿革 

 

平成１２年４月 豊橋技術科学大学 運営諮問会議を設置 

平成１２年８月 外部評価実施要領を施行 

平成１３年２月 外部評価委員会を設置し、外部評価を実施 

平成１６年４月 自己点検・評価（外部評価含む）、認証機関による第三者評価に対応する

ため目標評価室を設置 

目標評価室の業務遂行を支援し、必要な事項を審議することを目的に目標

評価委員会を設置 

目標評価室データ入力システム構築開始 

平成１６年５月 民間的発想の導入による大学運営の機能強化、効率化を図るため、外部有

識者による「アドバイザー会議」を設置 

平成１７年３月 自己点検・評価の評価結果の改善に結びつけ、評価実施組織及び改善シス

テムを明記した点検・評価規則を制定、施行 

平成１７年４月 評価全般を審議する「大学点検・評価委員会」及び「部局点検・評価委員

会」を設置 

平成１７年７月 個人評価の実施要領を策定し、試行を開始 

平成１７年８月 目標評価室データ入力システムを利用開始 

 

※ 法人化以後における評価活動の沿革 

    

① 平成１６年度 

教育の質の向上・改善のための体制の整備・充実を図るため、全

課程が日本技術者教育認定機構（JABEE）認定プログラムの取得を目

指して、全学的に取り組んでおり、平成１６年度は、生産システム

工学課程が、JABEE 認定プログラムの認定審査を受検し、平成１６年

度認定プログラムとして認定された。 

    

② 平成１７年度 

      引き続き、JABEE 認定プログラムを、電気・電子工学課程、情報工
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学課程、物質工学課程、建設工学課程（２コース）の４課程が認定

審査を受検している。 

      さらに、教育の質の向上を図るため、国立大学として先駆けて、

大学評価・学位授与機構による機関別認証評価を受検している。 

また、平成１６年度に「教育」、「研究」、「社会貢献」の３領域に

ついて教員の業績データベースを構築し、平成１７年度よりデータ

収集を行っている。前述の３領域と「管理運営」の領域について、

記述式による自己点検評価を実施し、個人評価試行実施に向けて作

業を進めている。 

 

３－３）評価組織・体制 （資料３：15/43 ページ） 

 

① 自己点検・評価の実施体制の整備、計画的な自己点検・評価による

大学運営の改善及び充実 

 

 自己点検・評価（外部評価を含む。）、認証機関による第三者評価

に対応するため、法人化に伴い学長補佐を室長とする「目標評価室」

を設置した。室は、室長１名、室員２名で構成され、庶務担当の事

務職員２名を加え、明確な役割及び責任体制のもと、迅速な検討体

制により、機動的に業務を行っている。さらに、目標評価室の業務

遂行を支援し、必要な事項を審議するため、各系１名の教員より構

成する「目標評価委員会」を設置し、各系との連携を図っている。 

 これらの評価組織により、自己点検・評価、評価項目、評価基準、

認証機関、中期目標・計画及び年度計画に関する評価方法等につい

て検討を行い、評価全般を審議する「大学点検・評価委員会」及び

「部局点検・評価委員会」を評価実施組織として平成 17 年４月１

日より設置した。 

 また、自己点検・評価の評価結果を改善に結び付けるため、評価

実施組織及び改善システムを明記した点検・評価規則を制定した。

この点検・評価規則により、組織等評価、第三者評価及び個人評価

に関する基本方針並びに、評価に対して異議申し立てができる健全

な評価体制を整備し、評価結果を不断の改革に十分反映させる評価

システムを整備した。さらに、評価結果を改善や目標・計画の立案

等に合理的・効率的にフィードバックできる評価手法等の構築を目

指し、改善に常に取り組んでいる。 
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② 上記の他、民間的発想の導入による、大学運営の機能強化、効率  

化を図るため、外部有識者による「アドバイザー会議」を設置し、

大学運営にかかる各方面からの助言を得るための体制を整備。 

 

３－４) 実施している評価活動 

 

① 研究開発課題評価 

 

大学全体の研究開発ポテンシャルの向上を目指した競争的研究資源

の配分を行うため、教育研究基盤経費を競争的に配分し、教育・研究

の活性化を図ることを目的とした「教育研究活性化経費」及び「若手

教員支援経費」をプロジェクト研究の募集により実施。 

また、未来生存型先端技術の開発とプロセスシステムの構築を目指

す若手教員・研究者を対象とした「未来技術流動研究センター若手教

員プロジェクト研究」の実施についても、競争的に配分した。さらに、

博士及び修士学生を対象とした「未来技術流動研究センター学生プロ

ジェクト研究助成」の募集を実施した。 

 上記の他、教員への配分経費では措置することが困難な高額設備の

整備・更新についても、その必要性及び緊急性等について検証し、学

長裁量経費の効果的な予算配分を行った。 

これらの申請者には、ほぼ全員を対象に学長、副学長及び博士後期

課程専攻主任、当該申請者の系長等により、大学全体の観点から教育

研究上の必要性、緊急性、既存設備等との関連、共同利用の推進等に

ついて十分審議し、設備の整備が計画的、効率的に行えるよう配慮し

ている。 

 世界的な研究開発動向などに関する情報提供や外部資金の積極的な

獲得等に関する戦略的な企画・立案を行うために学長補佐を室長とす

る「研究戦略室」を設置した。 

 また、知的財産・産学官連携本部においては、企業での知的財産・

研究開発経験者３名を知財連携マネージャーとして配置し、知的財産

の活用促進、知的財産等の利用に関する諸規則を整備した。また、学

内への周知を図るための方策を企画し、啓発活動と日常的相談業務を

継続的に実施する体制を整備した。外部資金等の自己収入獲得の方策

として、平成１６年度においては下記の事項を実施した。 

 

○ 共同研究を推進するため、大型プロジェクトなどの公募情報を盛
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り込んだ「研究戦略室ニュース」を発行するとともに、科学研究

費補助金及び外部資金制度に関する説明会を実施するなど、様々

な外部資金の公募情報の迅速な周知に努めた結果、申請件数が前

年度より２６．７％増加した。 

 

○ 「最新の研究情報２００４」、「技術移転をめざす特許情報２００

４」を作成し、知的財産に関するフェア等において配付するなど、

教員の研究情報を積極的に周知し、技術シーズ情報の発信に活用

した。 

 

○ 教員の研究情報を収集した「共同研究技術シーズ」情報をホーム

ページ等において公開・配布するなど、学外に向けた情報発信及

び情報の周知を行った。 

 

○ 産業界、地方公共団体等との産学官連携を促進するため、近隣の

市町村との包括的協定の締結や連携協力の強化について協議を行

った。 

  

② 基盤的資金の傾斜配分 

 

中期計画により、「大学全体の研究開発ポテンシャルの向上を目指し

て、研究業績や社会的活動の評価と連動させた競争的研究資源の配分

を行う。」こととしており、目標評価室が現在、収集を実施している教

員活動データ及びその分析結果に基づき検討することとしている。 

 

③ 個人評価 

 

２１世紀ＣＯＥプログラムの申請に際し、教員から「教育」、「研究」、

「社会貢献」の分野などについて教員から活動実績データを収集した。

このデータを基礎とし活用するとともに、全学的な個人業績評価の実

施に向け、目標評価室が業績データ入力システムを平成１６年度に構

築している。平成１７年度から全教員に対して、目標評価室が過去の

外部評価、大学評価・学位授与機構の大学情報データベースのデータ

項目を参考にしたデータ項目を設定し、教員の研究活動についても過

去５年間のデータ収集作業を行っている。教育の評価について試行後、

順次、他の項目についても適切な評価方法を抽出し試行する予定であ
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る。 

平成１７年度から実施している教員個人評価の試行に際し、目標評

価委員会及び大学運営会議に評価の基本方針及びスケジュールを作成

し説明に努めた。さらに個人評価の実施要領の作成に関しても、目標

評価委員会、大学点検・評価委員会などを通じて教員からの意見を反

映させ、評価項目を厳選し、個人に過重な負担を招かないよう常に改

善を図っている。 

個人評価の実施要領において、データ入力の信頼性や、真に必要な

評価項目を厳選するため、平成１７年度、１８年度は個人評価の試行

期間とし、より適正な評価方法や評価基準の検討、分析を行うことと

している。また、評価結果の利用方法の一つとして、給与、賞与など

に反映させるか等については、この期間中に検討することとしている。 

 

④ 教員任期制度 

 

任期制については、大学の教員等の任期に関する法律により一部の

センターの教員とその他に採用時に一部の教員に任期を付しているが、

大学としての任期の在り方について「教員の採用等に関する検討専門

部会」を設置し検討していくこととしている。さらに、教員のレベル

向上のために「サバティカル制度に関する検討専門部会」を設置しサ

バティカル制度の導入とその制度設計に取り組みだしたところである。

その他、勤務実績が極めて優秀な教員には、学長が所属する系の長の

推薦を受け、特別昇給させる制度を採り入れている。 

また、教育研究水準の維持向上及び教育研究の活性化を図るため、

年齢構成に配慮するとともに、公募制の導入、民間企業出身者及び外

国人教員の確保に努めている。教員の年齢構成は、各年齢とも５人前

後、５歳刻みでは３０人前後とバランスが取れている。公募制は教員

組織の全ての系で採り入れ、平成１５、１６年度は公募による採用が

６０％を超え、民間企業出身者は教員全体の約２５％、外国人教員は

教員全体の約３％程度を確保している。 

 

３－５）評価方法 

 

（１）個人評価  

（資料４：16/43 ページ、資料５：20/43 ページ、 

資料６：24/43 ページ） 
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個人評価は、個人自らが目標を立案し、そして、業績データや過去

の取り組み、成果に基づき、個人自らが作成する目標評価自己点検書

により自己評価することを基本としている。 

なお、平成１７年度から試行的に実施している教員の個人評価につ

いては、以下のとおり定めている。 

 

・個人評価の目的 

 

① 各教員のレベル向上： 

大学の健全な活性化には、個人が能力を発揮できる環境や仕組

みの構築が不可欠である。そのためには、個人自らが立案した目

標に対する自己評価とそれに基づく自己改善とともに、大学が個

人の努力や成果を適正に認識して目標の立案に役立てていく、目

標と評価のフィードバックシステムの構築が重要である。これに

より、世界レベルでの競争力のある優秀な教育研究者の育成を目

指す。 

 

② 大学の戦略立案： 

大学の戦略的な経営には、執行部が全教員の活動状況を把握す

る必要がある。そして、その情報を大学全体の目標の立案、改善

計画等に有効に利用する。 

 

③ 社会への情報開示： 

大学や個人の活動状況や成果を適宜、社会に公開し説明する。 

 

● 評価軸 

１）教育活動の目標・計画と自己評価 

２）卒業研究指導及び大学院学生の教育的研究指導の目標・計画と自

己評価 

３）教育改善に係る活動実績 

４）研究活動の目標・計画と自己評価 

５）社会貢献活動の目標・計画 

６）社会貢献活動の実施状況と自己評価 

７）管理運営活動の実施状況と自己評価 
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● 評価項目 

１）教育達成目標、目標達成状況、達成度を判断した理由、教育内容

面での取組みと改善方策、反省点 

２）教育達成目標、目標達成状況、達成度を判断した理由、教育内容

面での取組みと改善方策、反省点 

３）教育改善に関わる活動、カリキュラムや授業方法、学習支援、教

育プログラムの改善・修正などへの関与 

４）今後５年間の研究達成目標、過去５年間の研究活動の取組み、目

標達成状況、達成度を判断した理由 

５）社会貢献達成目標（地域社会貢献、産学官連携、国際交流・連携、

高専連携） 

６）過去３年間の社会貢献活動の取組み（実施状況、実施内容） 

７）過去３年間の管理運営活動の取組み（実施状況、実施内容） 

  （部局長等、全学的委員会、所属系等における管理運営、所属講

座等における運営管理） 

 

● 評価基準 

達成度合い 

 

● 評価軸の重み付け等 

 

達成度を判断した理由とその改善策の記入欄等が設けられており、

単なる指標評価は行っていない。社会貢献及び大学運営に関する事項

も評価項目として立ており、職員としての業務実績も評価している。

各領域に関する重みを①大学で指定する②各系で指定③各個人が指定

する等考えられるが、継続的に検討している。平成１７、１８年度は

データベースの整備及び試行期間としており、より充実した評価シス

テムの構築に取り組んでいる。 

 

（２）教育評価 

 

平成１７年１２月１２日現在、目標評価委員会において、平成１８年

度以降の教育評価について、以下のとおり検討中である。 

 

● 評価軸 

１）教育努力評価（５０点） 
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２）教育成果評価（５０点） 

 

● 評価項目 

１）教育努力評価 

Ａ. 教育実働（３０点） 

① 全授業時間数、② 全講義学生数、③ 卒研指導学生数 

Ｂ. 教育準備（２０点） 

④ 教科書作成状況、⑤ シラバスの書き方 

 

２）教育成果評価 

Ｃ. 自己評価書に基づく評価（３０点） 

⑥ 評価者による目標評価自己点検書の記述について評価 

⑦ 教育業績自己評価 

⑧ 評価者による自己点検書の教育業績評価 

 

Ｄ. 外部評価（２０点） 

⑨ 学生業績自己評価、⑩ 他の教員による授業チェック 

 

● 評価指標 

評価基準：上記１０の評価項目に対して５段階評価を行う。 

評価方法：１０項目の評点合計からランク付け（ランク１～５）

を行う。 

 

● その他 

・ランク１の優秀者には表彰を実施し、ランク５は指導支援を行

う。この目的は、大学が行う評価であり、著しく優秀な人をほ

め、劣悪な人を支援指導することに意義を持つ。 

・ベストティーチャー賞として、各系から１名及び教養教育から

３名程度を表彰する。各系は、学部３、４年生のアンケートに

より決定する。教養教育は、学部１、２年生のアンケートによ

り決定する。この目的は、学生からの意見を尊重し、聞くこと

で、ベストティーチャーを表彰する制度である。（セレモニー） 

 

（３）競争的研究資金の配分 

 

１）教育研究活性化経費 

豊橋技科大学
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学内ホームページ等にて募集し、ヒアリングを実施して採択を決定

する。教育プロジェクト経費および研究プロジェクト経費を設け、重

複申請を認めている。 

 

・ 評価項目、採点基準 

教育プロジェクト経費（計１５点） 

本学への教育改革への貢献度 ０～５点 

実践的技術者教育への貢献度 ０～５点 

実現性           ０～５点 

研究プロジェクト経費（計３０点） 

研究の独創性        ０～５点 

実用化への可能性      ０～５点 

学問的発展への貢献度    ０～５点 

従来の業績         ０～５点 

萌芽性・発展性       ０～５点 

 

・ 成果評価 

教育プロジェクト経費 

実施報告書の提出及び報告会 

研究プロジェクト経費 

成果報告書及び成果報告会（プロジェクト終了後） 

外部評価委員による評価（成果報告会時） 

 

評価項目 

研究の独創性      採点０～５点 

実用化への可能性    採点０～５点 

学問的発展への貢献度  採点０～５点 

当初研究計画の達成度  採点０～５点 

 

２）若手教員支援経費 

 

前年度末年齢が３５歳未満の教員に対し、当該教員が前年度中に受

け入れた受託研究、共同研究、奨学寄附金及び科学研究費補助金の１

０％相当額を配分する。 
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３）未来技術流動研究センター若手教員プロジェクト研究 

（資料７：37/43 ページ） 

 

未来生存型先端技術の開発とプロセスシステムの構築を目指す４０

歳未満の教員の研究に対して助成する。学内ホームページ等にて募集

し、ヒアリングを実施して、採択するプロジェクト研究を決定する。

原則毎年３件程度、３年間のプロジェクトとして採択し、初年度に４

００万円を助成している。各年度末に研究実績報告書を未来技術流動

研究センター長に提出する。また、プロジェクト終了時は研究成果報

告会等で成果発表を実施している。 

 

選考委員会： 

学長、副学長、未来技術流動研究センター長、 

未来技術流動研究センター専任教授 

 

４）未来技術流動研究センター学生プロジェクト研究助成 

（資料８：43/43 ページ） 

 

本学の大学院に在学する学生からのすぐれた研究提案を学内のホー

ムページ等により募集し、助成する。決定にあたっては、以下の構成

員で設置された選考委員会が書類審査と書類審査の通過者に対するヒ

アリングを行い、未来技術研究センター長が決定する。 

 

選考委員会： 

未来技術流動研究センター若手教員プロジェクト研究代表者７名 

来技術流動研究センター専任助手 

オブザーバーとして、センター長およびセンター専任教授が参加する。 

 

研究期間は、当該年度末までとし、１件につき５０万円を限度として

助成する。研究期間終了後に研究成果報告書をセンター長に提出。さ

らに研究成果報告会にて成果報告を発表する 

 

３－６）教員業績データベース（目標評価室データ入力システム） 

 

２１世紀ＣＯＥプログラム申請に際し、各教員から業績データの収

集を行っている。このデータを有効に活用するため、平成１６年４月
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から目標評価室がこれをベースに教員データベース構築のための検討

を行い、本学の組織等評価、教員の個人評価、各種調査・統計等に必

要な情報・データを目標評価室が策定するとともに、Web 上から入力す

ることで負担軽減を図るシステムを開発し、平成１７年度より全教員

のデータ収集を行っている。 

 

３－７）その他の特徴 

 

・ 評価全般に関して、指標だけでなく、多角的な視点で申請および評

価ができるシステムになっている。 

 

・ 若手研究者等の学内外の競争的資金の獲得に向けたオリエンテー

ションや指導、ノウハウの提供及び情報の共有等、若手教育が機能

している。 

 

４．評価活動に関する今後の展望と課題 

 

国立大学法人化に伴い、大学には益々競争原理が導入され、教育、研究、

大学管理・運営、社会貢献・地域貢献の４大項目について、今まで以上の

成果が要求されている。本学では現在、４大項目について、さらに細目化

した具体的項目をあげ、客観的な評価方法について検討を進めている。基

本的には、各教員が目標、計画をたて、それを自己評価するとともに、教

員の個人データをもとに客観的評価を行う。この両方の結果をもとに、各

教員の達成度や貢献度を評価し、各教員の質を確認し、改善・向上に役立

てることとしている。 

今後は、極めて功績のある優秀な教員を高く評価し、優遇していくこと

も必要である。ただし、これは、教員のやる気を喚起するためのものであ

り、単なる競争原理をあおり、本質からはずれる競争を強いたり、大半の

人にやる気をなくさせる制度であっては意味がない。さらに、評価には透

明性、客観性、また適宜公開性がなくてはならない。今後は、これらの点

に注意して、よりよい評価システム確立に向けて検討を進めていきたい。 
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国立大学法人豊橋技術科学大学管理運営組織図(18.1月現在)

学長選考会議

監 事 アドバイザー会議
学 長

経 営 協 議 会 役 員 会 教育研究評議会 教 授 会 職 教員(研究)組織 附 共同利用教育研究施設
員 属
連 図 ・語学センター
絡 １～９系 書 ・体育・保健センター

大学運営会議 運営連絡委員会 代 議 員 会 会 館 ・留学生センター
２９(大)講座

・研究基盤センター
・未来技術流動研究ｾﾝ

教 育 組 織 ﾀｰ
・工学教育国際協力研

( ( （ （

財事 地理 教理 研理 副 究ｾﾝﾀｰ

（

ビークルリサーチセンター務 域 育事 究事 学情 工学部 ８課程 ・未来
労務 ・事 担・ 担・ 長報 ・ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄｾﾝｼﾝｸﾞｼｽﾃ

（ （ （ （ （ （ （

学将 務 産 当副 学地 学高 当副 学研 学国 基 学企 学目 工学研究科 ﾑﾘｻｰﾁｾﾝﾀｰ

（

長来 担局 学 学 長域 長専 学 長究 長際 附盤 長画 長標 ・地域協働まちづくり

） ）

補構 当 官 長 補連 補連 長 補戦 補交 属担 補広 補評 修士 ８専攻 ﾘｻｰﾁｾﾝﾀｰ
佐想 長 連 佐携 佐携 佐略 佐流 図当 佐報 佐価 ・未来環境ｴｺﾃﾞｻﾞｲﾝﾘｻ

）

担 携 室 室 室 室 書 室 室 博士後期 ４専攻 ｰﾁｾﾝﾀｰ

（ ）

３当 担 長 長 長 長 館 長 長 ・ﾍﾞﾝﾁｬｰ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ﾗﾎﾞﾗ
名 当 長 ﾄﾘｰ

） ） ） ） ） ） ）

・ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ施設

） ） ）

地 高 研 国 企 目
域 専 究 際 画 標 ・情報ﾒﾃﾞｨｱ基盤ｾﾝﾀｰ

事 連 連 戦 交 広 評
務 携 携 略 流 報 価 ・廃棄物処理ｾﾝﾀｰ
局 室 室 室 室 室 室

環 大 博 入 大 日安 労 教 教 ﾊ 知 研 研 個 国 情 情 企 目 教 教 博 実 入 学
ル境 防 学 士 学 試学 候奨本全 務 育 育 ﾗ 産的 究 究 人 際 報 報 画 標 育 務 士 務 学 生
ギ保 止 点 後 者 試入 補学学衛 委 支 支 ｽ 学財 推 推 情 交 基 基 広 評 制 委 後 訓 試 生
│全 対 検 期 研選 実試 者金生生 員 援 援 ﾒ 官産 進 進 報 流 盤 盤 報 価 度 員 期 練 験 活
対・ 策 評・ 運課 究抜 施セ 選返支委 会 機 機 ﾝ 連・ 機 機 管 委 機 機 委 委 委 会 課 実 委 委
策エ 委 価 営程 委方 委ン 考還援員 構 構 ﾄ 携 構 構 理 員 構 構 員 員 員 程 施 員 員
委ネ 員 委 委専 員法 員タ 委免機会 委 本 委 委 会 委 会 会 会 委 委 会 会
員 会 員 員攻 会 会 員除構員 部 員 員 員 員 員
会 会 会 会会 会 会 会 会 会

語学センター 研究基盤センター 附属図書館（６附属施設を含む）
体育・保健センター 未来技術流動研究センター 情報メディア基盤センター
留学生センター 工学教育国際協力研究センター

未来ビークルリサーチセンター
インテリジェントセンシングシステムリサーチセンター
地域協働まちづくりリサーチセンター
未来環境エコデザインリサーチセンター

（１附属施設を含む）廃棄物処理施設 ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー
インキュべーション施設
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○教育・研究組織

教 育 組 織 研 究 組 織（教員組織）

大 学 院 工 学 研 究 科
工 学 部 講 座 名 基 本 組 織

修 士 課 程 博 士 後 期 課 程

熱 ・ 流 体 工 学
機械システム工学課程 機械システム工学専攻 エネルギ－変換工学 機械システム工学系（第１工学系）

機 器 設 計 学

材 料 工 学
生産システム工学課程 生産システム工学専攻 機械・構造ｼｽﾃﾑ工学専攻 加 工 学 生産システム工学系（第２工学系）

生 産 計 画 学

基礎電気・電子工学
電気・電子工学課程 電気・電子工学専攻 電子デバイス工学 電気・電子工学系（第３工学系）

電気システム工学
ｸ ﾘ ｰ ﾝ ﾜ ｰ変 換工学パ

計 算 機 工 学
情 報 工 学 課 程 情 報 工 学 専 攻 機 能 材 料 工 学 専 攻 情 報 処 理 工 学 情 報 工 学 系（第４工学系）

情報システム工学

工 業 分 析 化 学
物 質 工 学 課 程 物 質 工 学 専 攻 工 業 無 機 化 学 物 質 工 学 系（第５工学系）

工 業 有 機 化 学

構 造 工 学
建 設 工 学 課 程 建 設 工 学 専 攻 電 子 ・ 情 報 工 学 専 攻 環 境 工 学 建 設 工 学 系（第６工学系）

建 築 ・ 地 域 計 画

情 報 科 学
知 識 情 報 工 学 課 程 知 識 情 報 工 学 専 攻 分 子 情 報 工 学

機 能 情 報 工 学 知 識 情 報 工 学 系（第７工学系）
分 子 設 計 工 学
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨ ｱ教育工学

生 物 基 礎 工 学
エコロジー工学課程 エコロジー工学専攻 環 境 ・ 生 命 工 学 専 攻 生 物 応 用 工 学 エコロジー工学系（第８工学系）

生 態 環 境 工 学

計 画 ・ 経 営 科 学 人文・社会工学系（第９学系）
社 会 文 化 学

各 セ ン タ ー 各 セ ン タ ー
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資料３  

審議（組織等評価の実施）

審議

審議

 企画・立案，調査・分析
 改善方策・計画 　　企画・立案，審議・決定，とりまとめ作業
（目標評価室長，目標評価室室員）

  　部局等における点検・評価作業
　　　（部局等の長，部局等の長が必要と認めた者）

　　　　

　　※　自己点検・評価を実施し，外部評価及び第三者評価等に対応する。

点検・評価イメージ図

　　　（学長が指名する理事，目標評価室長，
　　　　部局点検・評価委員会委員長，事務局長，
　　　　その他学長が必要と認めた者）

目標評価委員会

・第三者評価機関
・外部評価者

役員会（学長及び理事）

教育研究評議会及び経営協議会

大学運営会議及び代議員会

目標評価室

部局点検・評価委員会

評価書提出

評価結果の公表・活用

大学点検・評価委員会

評価結果の公開・活用

専門部会

点検・評価実施組織

○本法人の教育研究水準の向上
○本法人の目的及び社会的使命の達成
○組織及び運営，施設及び設備の改善
○中期目標・計画及び年度計画の達成状
況の把握
○社会への説明責任

評価の目的

支
援

※評価基準・評価項目の決定
※第三者評価への対応
※評価結果の総合的分析及びとりまとめ
※評価結果の公表
※評価結果に基づく学長及び部局等の長へ
の改善方策並びに改善計画の提言等に関す
る事項

連携協力各種評価の検討組織

○組織
　教育組織，研究組織，共同利用教育研究施設，
　附属図書館，室・委員会，知的財産・産学官連携本
部，事務局

○個人（教育職員，一般職員）

評価対象

（目標評価室長，目標評価室室員,各系
ごとに選出された教授，助教授又は講
師，その他委員長が必要と認めた者）

点検・評
価実施

点検・評価結果の提出
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17．07．13 大学運営会議     

17．07．20 大学点検・評価委員会 

 

   

個 人 評 価 の 実 施 要 領 
 
◇ 実施要領の項目： 
１．個人評価の目的 
２．個人評価の方針 
３．個人評価の評価基準 
４．個人評価の判定方法 
５．平成 17年度個人評価の試行実施手順 
６．平成 17年度個人評価試行結果の活用方針 
７．個人評価の実施サイクルと表彰に関して 

 
１．個人評価の目的 

① 各教員のレベル向上：大学の健全な活性化には，個人が能力を発揮できる環境や仕組みの構築が

不可欠である。そのためには，個人自らが立案した目標に対する自己評価とそれに基づく自己改善

とともに，大学が個人の努力や成果を適正に認識して目標の立案に役立てていく，目標と評価のフ

ィードバックシステムの構築が重要である。これにより，世界レベルでの競争力のある優秀な教育

研究者の育成を目指す。 
② 大学の戦略立案：大学の戦略的な経営には，執行部が全教員の活動状況を把握する必要がある。

そして，その情報を大学全体の目標の立案，改善計画等に有効に利用する。 

③ 社会への情報開示：大学や個人の活動状況や成果を適宜，社会に公開し説明する。 

 
２．個人評価の方針 

上記の目的を達成するために，下記の方針で個人評価を進める。 
① 自己主体の評価：個人評価は，個人自らが目標を立案し，そして，業績データや過去の取り組み，

成果に基づき，個人自らが作成する目標評価自己点検書により自己評価することを基本とする。個

人の目標評価自己点検書は，全教員に電子ファイルで提出していただく。これは，研究，教育，社

会貢献，管理運営の４領域とするが，目標に対する過去の成果に関する自己評価及び今後の目標に

ついて記述してもらう。自己点検書では，②で述べる，業績データとしては記述できない，個人の

「強調すべき特徴」，「取り組み」および「独創的，あるいはユニークな成果」を自由に記述するこ

とで，業績データの補完とともに，自己アピールができる。 
② データ入力のシステム化：個人の業績，活動に関するデータを毎年収集する。ただし，各教員の

データ入力に対する負担を極力軽減するように，収集するデータは 
(1) 大学執行部が保有したい個人データ 
(2) JABEE,認証評価，中期目標・計画及び年度計画等の組織等の評価において，必要となる個人
データ 
に限定する。また，現在事務局で保有している COE の個人データや外部資金獲得状況などのデ
ータは，原則として大学当局で準備することとし，個人は確認するにとどめ，各教員の入力の手

資料４ 

豊橋技科大学
16 / 43 ページ



 
     

 

 

   

間を省く。これらを配慮して，Webシステムによるデータ入力を全教員に依頼する。 
③ データの利用方法：上記，②の個人による業績データ入力，及び，①の個人の自己点検書をもと

に，目標評価室が統計処理・分析をしたのち，大学執行部がコメントを評価結果として，各個人に

配布することを原則とする。 
 
３．個人評価の評価基準 

  個人評価の評価基準（項目）は，3.1 の目標評価自己点検書の記述項目，および 3.2 の個人業績デ
ータ入力項目とする。 

3.1 目標評価自己点検書の記述項目： 
 (1) 教育領域： 
・ 当該年度の教育達成目標（各科目ごと） 
① 目標達成状況 
② 達成度を判断した理由 
③ 教育内容面での取組みと改善方策 
④ 反省点 
・ 卒業研究指導及び大学院学生の教育的研究指導の教育達成目標（各科目ごと） 

① 目標達成状況 
② 達成度を判断した理由 
③ 教育内容面での取組みと改善方策 
④ 反省点 
・ 教育改善に係る活動実績 
 ① 教育改善に係る活動（FD，JABEE等） 
 ② 学部，大学院のｶﾘｷｭﾗﾑ，授業方法，学習支援，教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑなどの改善，修正などへの

関与 

(2) 研究領域： 
・ 今後 5年間にわたる研究達成目標 
・ 過去５年間の研究活動での取り組み 
① 目標達成状況 
② 達成度を判断した理由 

(3) 社会貢献領域： 
・ 社会貢献達成目標 
・ 過去 3年間の社会貢献活動での取り組みについて， 
① 目標達成状況 
② 達成度を判断した理由 

(4) 管理運営領域： 
・過去 3年間における管理運営への参画について 
① 部局長等 ② 全学的委員会 ③ 所属系等における管理運営 
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④ 所属講座における管理運営 
 

3.2 個人業績データ入力項目： 
[1] 研究領域： 

  (1) 学術論文業績 
   ①学術論文，②国際会議，③解説総説，④国内会議 

(2) 外部資金 
①科学研究費補助金，②共同研究，③受託研究，④奨学寄附金 

(3) その他業績 
①受賞，②招待講演，③研究著書，④特許，⑤作品，⑥教員報道 

 
[2] 教育領域： 

    (1) 教育評価 
①教科書出版 ②授業外教育 ③その他執筆活動 

 
[3] 社会貢献領域： 

    (1)  社会地域 
①技術相談 ②海外渡航 ③学会活動 ④各種委員 

 
４．個人評価の判定方法 

① 目標評価自己点検書の目標達成度については，原則として５段階で評価する。本人の評価と，評

価者による評価の双方の検討で，客観的に評価し，改善に利用する。 
② 大学執行部は，目標評価自己点検書と個人業績データをもとに，個人の努力度やどの項目で優れ

た業績や活動をしているか，また，改善点を分析し，必要に応じて執行部からのコメントを評価結

果として，文書で個人宛に通知する。 
なお，入力された個人業績などの統計処理・解析を目標評価室で行う。執行部は，それらの統計

分析結果を個人評価や経営戦略などに有効に活用することができることとし，各種データは，分野

別，系別，大学内での分布を解析する予定である。 
 

５．平成 17 年度個人評価の試行実施手順 

① 平成 17 年６月  ： 評価の基準，評価の方法，評価の使い方についての検討 

② 平成 17 年７月  ： 大学点検・評価委員会で評価実施の決定，個人評価実施の公表・説明 

③      ８月中旬： 個人の業績データ入力，個人に関する目標評価自己点検書作成の依頼と

開始（２月間） 

④          10 月中旬： データ整理（目標評価室 11 月末まで） 

⑤ 平成 18 年 1 月  ： 個人評価のまとめ 
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６．平成 17 年度個人評価試行結果の活用方針 

 平成 17年度，18年度は個人評価の試行期間とし，より適正な評価方法や評価基準の検討，分析を
行なう。また，評価結果の利用方法の一つとして，賞与，給与などに反映させるか等については，こ

の期間中に検討する。 
平成 17年度の個人評価試行結果の活用法は，以下の通りである。 

(1) 各個人が，個人の業績データ入力及び個人に関する目標評価自己点検書を作成することで，自

身の活動状況を正確に認識し，自己啓発に利用する。その後，第三者のコメントを含めた自己の改

善と次期目標の立案へと進む。 

(2) 執行部が個人の活動状況を認識し，それをもとに人材発掘，研究戦略，人事計画に利用する。 

(3) 執行部が必要と判断した場合には，業績データの統計処理・分析結果を各種目的に利用するこ

とができる。また，執行部が個人のデータを外部に公開する場合は，必ず個人の同意を得る。 

 
７．個人評価の実施サイクルと表彰に関して 

  下記のように現在検討中であるが，試行期間の状況結果に基づき，策定していく。 
(1) 各教員による目標評価自己点検書の提出と個人業績データ入力は，毎年実施する。 

(2) 公式の個人評価は，目標評価自己点検書，および過去 5年間の業績データを基に，数年（3年，

または 5年）に１回程度，定期的に実施する。個人面談については，試行期間中に検討する。 

(3) 平成 17 年度試行する個人評価は，目標評価自己点検書，および原則として過去 5年間の業績デ

ータをもとに行う。評価結果は，執行部から各個人へ文書でコメントする。 

(4) 平成 17 年度の評価結果に対するインセンティブとしては，教育，社会貢献の２領域について表

彰を計画している。 

(5) 上記項目に関して，40 歳以下の若手教員の業績は 5年間の累積業績に加えて，その成長率をも

考慮する。 
 

以上 
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資料５

教員評価に関する評価の進め方と基本方針

平成17年１月

目標評価室
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◆現在の評価 　実質的な教員評価は，教員選考基準による「教員資格審査」であり，その中で「研究業績」を中心とし
た評価が行われている。「教員資格審査」以後の教員業績の評価は，組織として適切な取り組みが行わ
れていないのが現状である。

◆評価システム
確立の必要性
と意義

　社会や国民に対するアカウンタビリティ（説明責任）の観点から，本学の教育研究活動成果を社会に提
示し理解を求める行為が大学に必要とされており，組織のみならず，個人が，自ら点検を行い評価し，そ
の結果を組織が評価及び検証することにより，「組織」及び「個人」の活動状況を改善する。これら「評価」
と「改善」とは，切り離すことができないものとして社会的に求められている。

◆評価の目的 　 　　評価のための評価であってはならない。個人が自己評価を行い，自己認識をより明確化することで，
自己の発　展・改善に評価を利用する。

　 　大学が個人の自己評価や業績をもとに，個人の目標や活動状況を把握し，個人の特性を活かした発
展や改善への指導・助言に利用する。

　 　個人評価を適性かつ公正に行い，改善を図ることにより，教員の創造性が十分に発揮されるような柔
軟かつ競争的で開かれた環境の創出を実現することを目指す。

◆視点 　組織（機関）評価であれ，個人評価であれ，評価の目的は明確にされ合意される必要性がある。

　評価は，個人の力量形成を目的とし，目標の達成度や達成過程を評価し，また評価の実施に当たって
は，評価者と被評価者との活発な意見交換や合意に基づく面談方式を実施する必要がある。

　「目的」，「目標」に即した評価を実施する。このことは，評価の基準が「目的」，「目標」であることを意味
する。大学等の個性や特色が十二分に発揮できるよう，教育研究活動等に関して大学等が有する「目
的」，「目標」の実現に貢献することができる個人目標の設定を行う必要がある。

　適切な目標を設定し評価することにより，「公平性」，「納得性」，「透明性」及び「合目的性」の確保並び
に競争的環境における自らの個性を積極的に発揮することを狙いとする。

◆自発性 　評価は，個人及び組織の自発的な意志や行動を尊重する。

◆自律性 　 　評価は，一律に他から強制されて行われるのではなく，職務の高度な専門性に基づいて個人が自律
的に行う。

◆多様性 　 　評価は，学問の多様性や職務の多様性を十分に考慮して行う。

◆客観性 　 　評価は，恣意的・主観的な評価ではなく，いかなる側面・領域においても適正な証拠に基づいて客観
的に行う。

◆多面性 　 　客観的な評価は，一面的な評価だけではなく，可能な限り多元的・複数の評価を利用する必要性があ
る。

◆公平性 　 　評価は，学問の自由や個人の思想・信条の自由等を侵すことなく公平かつ公正に行う。

◆透明性 　 　評価システムは，限られた一部の密室による閉ざされた評価を防ぐため，個人にも組織にもさらには社
会に対しても開かれたものを構築する。

◆継続性 　 　評価は，一過的なものではなく，個人及び組織の不断の活動を通じて継続的かつ周期的に行う。

◆弾力性 　 　評価システムは，固定的・硬直的なものではなく，常に自浄作用と自己調整機能をもって弾力的に行
えるシステムを構築する。

（１）自己点検・評価の必要性，その意義について

（２）評価の目的

（３）教員評価の視点

（４）教員評価の原理・原則
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◆評価主体 　個人を主体とした自己点検・評価を教員評価の実施主体とする。

◆目標達成度
による評価

　 　評価は主に目標に即した達成度で行う。

◆目標の明確
性

　 　「目的」，「目標」に即した評価を実施するために，「目標」の具体的な取り組みや課題，また，目標を統
括する「目的」の明確性や具体性を高めておく必要がある。

◆総合評価 ◇多様性のあ
る評価

　定性的，定量的な業績評価の評価方法等を併せた，総合的な評価を行う。

◆教員業績の
組織的整備の
必要性

◇教員個人の
業績

　教員業績は，大学が責任を持って整備する。各教員は大学から業績データの提出を求められた場
合，速やかに提出する。教員が整備した業績の収集は，目標評価室が構築する教員業績データベース
により定期的に収集する。これら収集した業績を組織的に整備し，外部評価等の際の実証データを形成
する。

◆評価基準の
設定

　評価基準は，外部評価及び第三者評価が行う組織評価との関連を意識した評価基準を設定すること
に努める。評価項目の選定，及び評価項目についての水準設定については目標評価室が調査・分析
し，その結果に基づき，大学が評価基準を設定する。

「教育」，「研究」，「社会貢献（国際貢献を含む。）」，「管理運営」の領域を対象とする。

◇教育活動 　教育活動は，過去数年間のデータに基づき評価する。これは，教育活動の成果の公表までに一定の
期間が必要であり，大学が掲げる教育目標に照らした教育活動が行われているか，総合的な状況につ
いて，評価基準を満たしているかを評価する。また，量的調査でなく，教える行為などの質的評価を中心
に評価する。

◇研究活動 　研究活動は，過去数年間のデータに基づき評価する。これは，研究活動の継続性及び一連の研究プ
ロジェクトの計画から成果の公表までに一定の期間が必要な場合があることを考慮する。
　研究者の多様な能力や適性に配慮し，研究開発活動に加え，研究開発の企画・管理，評価活動，ま
た，産業界との連携等の関連する活動にも着目して評価を行う。また，研究者の行う研究が研究と教育
の機能を有していることにも留意して評価する。

◇社会貢献
（国際交流活
動を含む。）

　社会貢献活動（国際交流活動を含む。）には，生涯学習での対応などの教育面での社会貢献，民間
企業との共同研究や受託研究，産業界からの客員教授の招へいなど研究面での社会貢献，海外協定
大学などの交流や海外研究機関との共同研究など国際交流面での社会貢献，さらには，国，地方自治
体との協力事業の推進等，産学官連携などへの参画など様々な活動を評価する。

◇管理運営 　大学内外の関係者のニーズを把握した上で，組織として効果的な意志決定を行うことが求められてお
り，組織が教育研究等の活動を支援，促進するために有機的に機能できる適切な教育・研究体制を確
立する必要が組織において求められるている。大学が有する目的達成のためには，大学の管理運営へ
の教員の積極的な参加が不可欠であり，それらを評価する。

◆評価手順 ◇目標設定 　個人が自己目標・計画書を作成し，目標設定する。

◇目標の検
証・合意

　個人が行った目標設定について，評価者（執行部又は系長・センター長等）は面談などの話し合いを
行い，目標内容の合意形成を行う。

◇目標の内容
確認・決定

　評価者から提出された自己目標・計画書の内容を確認し，必要に応じて内容に修正を加えるなど必要
な助言指導を行うとともに，目標設定の内容を決定する。

◇自己分析 　教員個人は，毎年４月から３月までの諸活動を「豊橋技術科学大学教員業績データベースシステム」
に入力し取りまとめ，自己の活動状況を分析する。

◇評価期間に
おける中間状
況の確認

　評価者は，教員の諸活動の状況について，中間面談などの話し合いを行い，進捗状況を確認し必要
により指導・助言を行う。（中間評価）

◇自己点検・
評価

　教員個人は，別に定める教員評価実施要領等（今後十分な議論を重ね作成する。）に基づく，評価基
準の着眼点により，能力及び業績における自己目標・計画の進捗・達成状況について，自己評価を行
う。

◇目標達成度
評価

　評価者と個人による目標達成度の相互評価（事実確認，解釈）を行う。

◆評価サイクル ◇組織評価と
個人評価

　教育研究活動の専門性や成果の公表までに一定の期間が必要であるため，３～５年間に一回実施。
個人評価も同様のサイクルで実施する予定である。

◆評価領域及
び評価の基本
方針

（５）評価方法
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◆個人評価結
果の評価及び
検証体制

◇個人評価実
施体制

　個人評価結果の評価及び検証体制の整備が必要であり，執行部等（学長，理事）に，必要により個人
評価のために必要な専門家を加える。（評価の実施組織は小規模体制とし，支援組織を強化する。）
　評価者に対して，コミュニケーションなどの必要な評価者研修を実施する。

◆評価結果の
活用

◇組織及び教
員個人の活性
化

　評価することが最終目標ではない。評価によって大学の運営に寄与し，次の新たなる企画立案に結び
付ける。
　評価結果を改善につなげる仕組み（システム）が部外者にもわかる可視的な形，アクションプラン作成
のための組織を確立（執行部主体）し，迅速かつ，的確な指導・助言を行う。
　なお，処遇への反映（給与，賞与等への反映）については，今後十分に時間をかけて，議論する。

◇外部評価等
への活用

　個人の自己点検・評価により得られた業績データを組織的に整備し，外部評価や第三者評価等に際
し，教育研究活動，社会貢献及び管理運営に対する実証的データとして用いる。教員個人に係るデー
タを使用する場合は，個人名が秘匿されることを原則とする。

　個人に係る評価結果及び個々の活動改善計画書については，本人以外に公表しない（ただし，執行
部（系長，センター長を含む。）は，指導・助言のために必要により閲覧可能とする。）

　個人評価結果に不満がある場合は，再評価の申請ができる仕組み（体制）を確立する。

　組織評価，外部評価の根拠データとして活用するとともに，文部科学省などの各種調査，外部への情
報公開にも利用できるように学内の体制を整備する必要がある。

　評価規則，評価方法，評価基準を常に検討し，改善できる体制を整える。

　評価規則，評価方法，評価基準を周知する体制を整える。

（６）評価実施組織

（７）クレームシステム

（９）評価システムの改善

（８）評価データベースシステムの活用

（10）評価システムの周知
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個人に関する 
目標評価自己点検書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 17年 8月 
 

豊橋技術科学大学 
 
 
 

系・センター ： 

役   職  ： 

氏   名  ： 

 

資料６ 
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教育活動の目標・計画と自己評価 
■ 平成 16年度の教育活動又は授業科目（各科目ごとについて）での取り組みについて，下記に掲げる観
点について，簡潔に，かつ客観的に記述してください。（A4，１頁を原則とします。） 
教育活動の名称又は授業科目名称等： 
 
 

必修科目，選択必修及び選択

の別： 
学年，学期： 

講義，演習，実験，実習及び実

技（学部・大学院）の区分： 

(1) 教育達成目標 

 

 

 

 

(2) 目標達成状況：該当番号を記入してください。番号：    

１．目標を超えた顕著な実績があった ２．目標を達成した 

３．目標を達成していないがもう少しで達成できる 

４．目標を達成できなかった ５．目標達成に向けた取り組みがほとんどできなかった。 
 

(3) 教育目標の達成度を判断した理由 

 

 

 

 

(4) 教育内容面での取組と改善方策 

 

 

 

 

(5) 反省点 

 

 

 

 

(6) その他 

 

 

 

 

(7) 教育活動データ 
   ① 週あたり授業時間数     時間   ② 最終受験者人数     名 
 
＊ 実務訓練，学部卒業研究指導及び大学院学生の教育的研究指導に係る授業科目（特別研究，特別実験，

卒業研究など）は除く。 
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卒業研究指導及び大学院学生の教育的研究指導の目標・計画と自己評価 

■ 平成 16 年度の学部卒業研究指導及び大学院学生の教育的研究指導に係る取り組みについて，簡潔に，
かつ客観的に記述してください。（A4，１頁を原則とします） 
指導区分：（ ）学部卒業研究 （ ）大学院教育研究 
(1) 教育達成目標 

 

 

 

 

 

 

(2) 目標達成状況：該当番号を記入してください。番号：    

１．目標を超えた顕著な実績があった ２．目標を達成した 
３．目標を達成していないがもう少しで達成できる 
４．目標を達成できなかった ５．目標達成に向けた取り組みがほとんどできなかった。 

 

 

(3) 教育目標の達成度を判断した理由 

 

 

 

 
 
(4) 教育内容面での取組と改善方策 
 
 

 

 

 

(5)反省点 

 

 

 

 

 

(6)その他 
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教育改善に係る活動実績 
■ 教育改善の活動実績を分析し，簡潔に，かつ客観的に記述してください。（A4，１頁を原則とします。） 
(1) 教育改善に関わる活動（FD，JABEE 等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 学部，大学院のカリキュラム，授業方法，学習支援，教育プログラムなどの改善，修正などへの関

与 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
(3) その他 
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研究活動の目標・計画と自己評価 
■ 今後５年間にわたる研究達成目標を，400字以内で記述してください。 
○ 研究達成目標 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
■ 過去５年間（原則として）の研究活動での取り組みについて，簡潔に，かつ客観的に記述してくださ

い。 
(1) 研究達成目標を，400 字以内で記述してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 目標達成状況：該当番号を記入してください。番号：    

１．目標を超えた顕著な実績があった ２．目標を達成した 
３．目標を達成していないがもう少しで達成できる 
４．目標を達成できなかった ５．目標達成に向けた取り組みがほとんどできなかった。 

 

(3) 研究目標の達成度を判断した理由 
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社会貢献活動の目標・計画 
■ あなたができる社会貢献活動について，下記に掲げる項目について，簡潔に，かつ客観的に今後の目

標・計画を記述してください。（A4，１頁を原則とします。） 
○ 社会貢献達成目標（該当のない項目については，「無」と記入してください。） 

① 地域社会貢献 

 

 

 

 

 

 

② 産学官連携 

 

 

 

 

 

 

③ 国際交流・連携 

 

 

 

 

 

 

④ 高専連携 

 

 

 

 

 

 

⑤ その他 

 

 

 

 

 

 

備考： ここでいう社会貢献とは，社会的活動に教員が参加すること自体による社会的貢献を意味します。 
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社会貢献活動の実施状況と自己評価 

 
■ 過去３年間（原則として）の社会貢献活動での取り組みについて，下記に掲げる項目について，簡潔

に，客観的に記述してください。（A4，１頁を原則とします。） 
(1) 社会貢献活動①～④の実施状況を下記番号から選択してください。該当のない項目については，

「５．無」を記入してください。なお，「５．無」以外を選択した場合には，その実施内容を列記して

ください。 

【選択肢】１．期待以上に実施し高い評価を得た ２．十分に実施した 
３．ある程度実施したが不十分な点がある ４．あまり実施できなかった ５．無 

 

① 地域社会貢献：番号    

   （実施内容） 

 

 

 

 

② 産学官連携 ：番号    

   （実施内容） 

 

 

 

 

③ 国際交流・連携：番号    

   （実施内容） 

 

 

 

 

④ 高専連携：番号    

   （実施内容） 

 

 

 

 

(2) その他特記事項 
 
 
 
 

 

備考： ここでいう社会貢献とは，社会的活動に教員が参加すること自体による社会的貢献を意味します。 
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管理運営活動の実施状況と自己評価 
■ 過去３年間（原則として）の管理運営活動での取り組みについて，下記に掲げる事項について，簡潔

に，かつ客観的に記述してください。 
(1) 各種管理運営活動の項目 

管理運営活動①～④の実施状況を下記番号から選択してください。該当のない項目については，「５．

無」を記入してください。なお，「５．無」以外を選択した場合には，その実施内容を列記してくだ

さい。 

 
【選択肢】１．期待以上に実施し高い評価を得た ２．十分に実施した 

３．ある程度実施したが不十分な点がある ４．あまり実施できなかった ５．無 

 

 

① 部局長等（学長，副学長，附属図書館長，系長，センター長，専攻主任，学長補佐の役職による

貢献） 該当番号：    

 

 

 

② 全学的委員会（全学的委員会，専門委員会（部会），WG 等の委員などの役職による貢献） 

該当番号：    

 

 

 

③ 所属系等における管理運営（所属部局等における委員会・専門委員会，WG 等の委員などの役職
による貢献） 該当番号：    

 

 

 

④ 所属講座（分野）等における管理運営（所属講座（分野）における係，委員等） 

 該当番号：    

 

 

 

(2) その他特記事項 
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教育活動の目標・計画と自己評価の記入要領 
 
(1) 教育達成目標 

当該教育活動又は授業科目での教育達成目標を記述してください。（教育達成目標が大学の教育の

理念及び分野の教育目標に沿っており，学生及び社会にとって妥当であるかの観点） 

(2) 目標達成状況 

掲げた教育目標の達成度は，どの程度と判断するか。該当番号を記入してください。 

１．目標を超えた顕著な実績があった 
２．目標を達成した 
３．目標を達成していないがもう少しで達成できる 
４．目標を達成できなかった 
５．目標達成に向けた取り組みがほとんどできなかった 

(3) 教育目標の達成度を判断した理由 

上記(2)に掲げた判断理由を記述してください。 

    判断材料には，例えば，学生による授業評価アンケート調査結果を引用し，その結果と，自己評価

とを比較・検討し記述してください。 

     また，担当教員個人が実施した学生への授業評価アンケート調査がある場合には，併せて活用して

ください。 

（記述の際の留意点） 

※ シラバス，学生の授業態度，試験問題とその模範解答，演習問題の解答状況，授業出席状況，

最終試験の成績及び学生による授業評価アンケート調査結果の自由記述等を参考にして，総合的

に目標達成状況を判断し記述してください。 

※ 演習・実験等の場合 

    学生に対する授業評価アンケート調査が実施されていない場合には，担当教員個人の判断で，

できるだけ客観化できる視点及び前述「記述の際の留意点」の諸点を考慮に入れて記述してくださ

い。 

担当教員個人が実施した学生への授業評価アンケート調査がある場合には，それを活用してくだ

さい。 

(4) 教育内容面での取組と改善方策 

   「教育方法での取組」，「成績評価での取組」及び「学生に対する支援」について，下記に掲げる４

つの視点を含めて自己評価し，改善すべき課題等について記述してください。 

① 教育目標を達成するために，どのような授業内容を準備しているか。その内容は目標達成に必要

かつ十分か。 

② 教育目標を達成するために，どのような授業方法，教育資材，装置を使っているか。それらは有

効に機能したか。また，特に工夫した点は何か。 

③ 教育目標の達成度を評価するためにいかなる成績評価方法（多様で妥当な）を採っているか。そ

れはうまく機能しているか。 

④ 学生の学習支援，促進（勉強のみでなく学習環境改善等も含む）のために行ったこと。（オフィ

ス・アワーの設置等も含める）その効果。 

（記述の際の留意点） 

   ※ ただし，改善すべき所に関しては，学生による授業評価アンケート調査結果との比較を考慮に

入れて記述してください。例えば，学生による評価結果では○○であり，この評価結果を考慮す

ると，△△と評価できる。こうした点を考慮した改善方策として◇◇がある。 
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     なお，改善方策については，「１．目標を超えた顕著な実績があった」とした判断理由でも，更

に改善したい点がある場合には，達成状況に関わりなく記述してください。 

（記入事例） 

   ※ 学生による授業評価アンケート調査結果では，◇◇の項目に関する評価は○○の状態にあり，

また◆◆の項目に関する評価は□□の状態である。さらに，学生の授業態度，練習問題の解答状

況，授業出席状況，最終試験の成績，等を考慮に入れて総合的に検討すると，◇◇の項目に関す

る評価は■■と判断でき，◆◆の項目に関する評価は△△と判断できる。 

     以上の点を考慮した改善方策を考えると，◇◇に関しては◎◎の改善方策が考えられ，◆◆に

関しては▽▽の改善方策が必要である。こうした各項目の改善により，総合的には▲▲の授業効

果が得られるものと考えられる。 

 (5) 反省点 

    当該教育活動又は授業実施上において反省点を記述してください。 

(6) その他 

    上記に定められた項目以外の事項について，コメントがある場合に記述してください。（自由記述） 

 (7) 教育活動データ 

「① 週あたり時間数」は，１コマの場合 1.5 時間のように記述してください。 

 

卒業研究指導及び大学院学生の教育的研究指導の目標・計画と自己評価の記入要領 
 
※ 指導区分：該当する指導区分の（ ）に○を記入してください。 
 
(1) 教育達成目標 

当該教育研究指導での教育達成目標を記述してください。（教育達成目標が大学の教育の理念及び

分野の教育目標に沿っており，学生の能力開発を目的としているか。また，学生及び社会にとって妥

当であるかの観点） 

(2) 目標達成状況 

掲げた教育目標の達成度は，どの程度と判断するか。該当番号を記入してください。 

１．目標を超えた顕著な実績があった 
２．目標を達成した 
３．目標を達成していないがもう少しで達成できる 
４．目標を達成できなかった 
５．目標達成に向けた取り組みがほとんどできなかった 

(3) 教育目標の達成度を判断した理由 

上記(2)に掲げた判断理由を記述してください。 

    判断材料には，例えば，学生による授業評価アンケート調査結果を引用し，その結果と，自己評価

とを比較・検討し記述してください。 

    また，担当教員個人が実施した学生への授業評価アンケート調査がある場合には，併せて活用して

ください。 

（記述の際の留意点） 

※ シラバス，学生の授業態度，試験問題とその模範解答，演習問題の解答状況，授業出席状況，

最終試験の成績及び学生による授業評価アンケート調査結果の自由記述等を参考にして，総合的

に目標達成状況を判断し記述してください。 

※ 演習・実験等の場合 
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     学生に対する授業評価アンケート調査が実施されていない場合には，担当教員個人の判断で，

できるだけ客観化できる視点及び前述「記述の際の留意点」の諸点を考慮に入れて記述してくだ

さい（ゼミ等の教育が学会発表に結びついたもの等も記述）。担当教員個人が実施した学生への授

業評価アンケート調査がある場合には，それを活用してください。 

(4) 教育内容面での取組と改善方策 

    「教育方法での取組」，「成績評価での取組」及び「学生に対する支援」について，下記に掲げる

４つの視点を含めて自己評価し，改善すべき課題等について記述してください。 

① 教育目標を達成するために，どのような授業内容を準備しているか。その内容は目標達成に必

要かつ十分か。 

② 教育目標を達成するために，どのような授業方法，教育資材，装置を使っているか。それらは

有効に機能したか。また，特に工夫した点は何か。 

③ 教育目標の達成度を評価するためにいかなる成績評価方法（多様で妥当な）を採っているか。

それはうまく機能しているか。 

④ 学生の学習支援，促進（勉強のみでなく学習環境改善等も含む）のために行ったこと。（オフ

ィス・アワーの設置等も含める）その効果。 

 (5) 反省点 

    当該教育研究指導において反省点があれば記述してください。 

(6) その他 

    上記に定められた項目以外の事項について，コメントがある場合に記述してください。（自由記述） 

 
教育改善に係る活動実績の記入要領 
 
(1) 教育改善に関わる活動（FD，JABEE 等） 

教育改善の具体的活動の内容（FD セミナーへの出席，JABEE 活動など）と，それが自分の教育活動

にどのように反映されたかを分析し，記述してください。 

(2) 学部，大学院のカリキュラム，授業方法，学習支援，教育プログラムなどの改善，修正などへの関

与の具体的内容を記述してください。 

(3) その他 

    上記に定められた項目以外の事項について，コメントがある場合に記述してください。（自由記述） 

 

研究活動の目標・計画と自己評価の記入要領 
 
○ 今後５年間（H17～H21）にわたる研究達成目標を 400 字以内で記述してください。 

 

(1) あなたの過去５年間(H16～H12)（原則として）の研究達成目標を 400 字以内で記述してください。 

(2) 目標達成状況 

掲げた教育目標の達成度は，どの程度と判断するか。該当番号を記入してください。 

１．目標を超えた顕著な実績があった 
２．目標を達成した 
３．目標を達成していないがもう少しで達成できる 
４．目標を達成できなかった 
５．目標達成に向けた取り組みがほとんどできなかった 

(3) 研究目標の達成度を判断した理由 
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上記に(2)に掲げた判断理由を記述してください。 

判断材料には，教員の業績データベース等から必要な情報を抽出又は，代表的な研究業績について，

5点以内で選び，招待講演，受賞，新製品，新技術開発，特許等にふれながら記述してください。 

 

社会貢献活動の目標・計画の記入要領 
 
○ 社会貢献達成目標 

下記に掲げる社会貢献活動の項目について，今後の目標・計画を記述してください。（大学が有する

基本方針及び将来計画等の要素等を踏まえているかの観点。（これらの要素自体を記述するのではなく，

それらを考慮することにより，達成目標に明確性や具体性を持たせることを狙いとする。） 

① 地域社会貢献（生涯学習での対応などの教育面での社会貢献，学外の審議会，委員会への参

画（その役職と貢献した事項） 

② 産学官連携（民間企業等との共同研究や受託研究，産業界からの客員教授の招へいなど研究

面での社会貢献，国，地方自治体との協力事業の推進等，産学官連携などへの参画での社会貢

献，学外の各種調査，研究会等への参画や役職と貢献事項） 

③ 国際交流・連携（海外協定大学などの交流や海外研究機関との共同研究など国際交流面での

社会貢献） 

④ 高専連携（高等専門学校への訪問，広報活動，授業，技術講習，共同研究などでの社会貢献） 

⑤ その他（上記以外，例えば，他大学等での教育支援，職務に関連したボランティア活動等） 

 

（注） これらの活動は，本法人の基本理念，特色にも掲げられており，教育活動及び研究活動と並

ぶ重要な活動として位置づけられている。あなたができる社会貢献について，積極的に記述し

てください。 

 

社会貢献活動の実施状況と自己評価の記入要領 
 

(1) 社会貢献活動実施状況 

過去３年間（原則として）の社会貢献活動①～④の実施状況を下記番号から選択してください。該

当のない項目については，「５．無」を記入してください。なお，「５．無」以外を選択した場合には，

その実施内容を列記してください。 

① 地域社会貢献 ② 産学官連携 ③ 国際交流・連携 ④ 高専連携 

【選択肢】 

１．期待以上に実施し高い評価を得た 

２．十分に実施した 

３．ある程度実施したが不十分な点がある 

４．あまり実施できなかった 

５．無 

(2) その他特記事項 

   上記①～④以外，例えば，他大学等での教育支援，職務に関連したボランティア活動等について

自由に記述してください。 

 
管理運営活動の実施状況と自己評価の記入要領 
○ 管理運営活動への参画について 
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社会の急速な変化に対応して大学が大きく動いていかなければならない時代において，大学は，大

学内外の関係者のニーズを把握した上で，組織として効果的な意志決定を迅速に行うことが求められ

ており，組織が教育研究活動等を支援，促進するために有機的に機能できる適切な教育・研究体制を

確立する必要がある。これらの目的を達成するためには，大学の管理運営への教員の積極的な参加が

必要不可欠である。 

しかし，職種や年齢によって自ら管理運営に貢献できる範囲が限定される面のあることは否めない

ので，教員が各自の置かれた立場でいかに大きな貢献をしたかを積極的にアピールする必要がある。 

 

 (1) 各種管理運営活動の項目 

管理運営活動①～④の実施状況を下記番号から選択してください。該当のない項目については，「５．

無」を記入してください。なお，「５．無」以外を選択した場合には，その実施内容を列記してくだ

さい。 

① 部局長等 

学長，副学長，附属図書館長，系長，センター長，専攻主任，学長補佐などの役職による貢献 
「職名，任期，貢献の実績を具体的に明示」 

② 全学的委員会 

全学的委員会，専門委員会（部会），ワーキンググループ等の委員などの役職による貢献 

「委員会等の名称，役職（委員長，委員），任期，貢献の実績を具体的に明示」 

③ 所属系等における管理運営 

所属部局等における委員会，専門委員会，ワーキンググループ等の委員などの役職による貢献 

    「委員会等の名称，役職（委員長，委員，世話人等），任期，貢献の実績を具体的に明示」。（例）

JABEE 活動 

④ 所属講座（分野）等における管理運営 

所属講座（分野）における係，委員等 

    「貢献の実績を項目名と役割（責任者等）を含めて具体的に記述」 

 

【選択肢】 

１．期待以上に実施し高い評価を得た 

２．十分に実施した 

３．ある程度実施したが不十分な点がある 

４．あまり実施できなかった 

５．無 

(2) その他特記事項 

    上記に定められた項目以外の事項について，コメントがある場合には自由に記述してください。 
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